
7月12日から続いた大雨被害。私も災害ボランティアに参
加してきました。派遣された先では主に庭の土砂や廃棄物の

運び出し作業。湿気を含んだ土はとにかく重い、そして暑い！最初はいいペー
スで作業をしていたものの、すぐにヘトヘト。グループを組んだ大学生ボラン
ティアの皆さんの足を引っ張りつつなんとか一日を終えました。災害時には
市民一人ひとりの力が大切だと実感した一日。これからも市民の一人として
頑張ろう！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （北）

再生紙を使用しています

ひごまるコール ☎

ホームページ

FAX 096-370-2002 電子メールアドレス 1500＠higomaru-call.jp
096-334-1500

さあ みんな 知ってる ひ   ご    ま    る

午前8時～午後9時（年中無休）

検　索ひごまるコール

休日在宅当番医、イベント情報、区の窓口
業務など、いつでもお尋ねください

配布に関するお問い合わせ
市政だより配布センター

0120-887-778
富合町・城南町にお住まいの方は
南区役所、城南総合出張所へ。

　文禄5年（10月に慶長に改元）11月上旬に熊本を出発した清

正は、名護屋を経て翌慶長2年正月13日に釜山浦の西に位置す

る多大浦に上陸します。その後すぐに自身の居城である西生浦

城に移り、朝鮮への再侵攻に備えて城郭の強化・修築に取り掛か

ります。同年2月21日に秀吉は再派兵の陣立てを整え、清正は

10,000人の軍勢を率いて西生浦城の在番を命じられました。

また、この陣立てで清正は先手に配置され、進撃に際しては先陣

を務めることになっていました。ここでも清正軍は、文禄の役の

時と同様に日本軍の主力部隊として位置付けられました。

　同年7月、毛利秀元を大将とする右軍は清正を先鋒として進

撃を開始。秀吉が命じた赤国（全羅道）の領土確保を目指し、西に

向かいます。途中8月14日から16日かけて、慶尚道・全羅道の道

境に位置する黄石山城を落とし、同月下旬に全州に至り、小西行

長率いる左軍と合流します。そこで両軍話し合いが持たれ、清正

軍は忠清道への侵攻のため北上して清州方面へ進むことにな

ります。忠清道をひと通り転戦し、ある程度制圧したという名分

を立てた清正軍は、慶尚道南岸地域に拠点を移して、そこを固め

よという秀吉の命令に従うかたちで南下し、10月8日に蔚山に

入ります。その直後から清正は浅野幸長や毛利家家臣の宍戸元

続らと共同で蔚山城の築城に着手します。普請の大部分は浅野・

毛利勢が担い、急ピッチで進められた結果、2か月程でほぼ完成

したようです。史料によると当時の蔚山城は、周囲2.7kmの惣

構に濠と土手を巡らし、最大13mの高さを持つ石垣の総延長は

1.4km、塀の総延長は1.8km、本丸、二の丸、三の丸に大小12の

櫓を備える本格的な城郭規模でした。しかし、この突貫工事で進

められた蔚山城普請には、日本と朝鮮の民衆が大勢酷使され、厳

しい寒さと過酷な労働のため逃亡する者が続出しました。

　さて、蔚山城完成が目前に迫った12月22日、明・朝鮮の連合

軍数十万人が蔚山城を取り囲み、23日には惣構に迫る勢いで攻

め寄せます。この時、蔚山から南へ約15km離れた西生浦城にい

た清正は大軍襲来の報告を受け、ただちに蔚山へ向かい22日の

夜には蔚山城へ入り

ます。敵軍が迫る最中

の23日に、城普請を

担当した浅野幸長か

ら正式に蔚山城を受

け取り、清正が守備の

指揮を執ります。年が

明けて慶長3年正月3

日深夜から翌日朝方

にかけて総攻撃を受けますが、なんとかこれをしのぎ、4日には

毛利秀元らの救援部隊が到着して昼前にようやく敵軍は撤退

します。一時は降伏や死をも覚悟するほど極限状況に追い込ま

れた清正は、この救援によって人生最大のピンチを乗り切り、ま

さに九死に一生を得たと言えます。

　この戦いで30万人の明・朝鮮軍が襲来して、このうち数万人

を討ち取ったと清正は秀吉に報告しています。この数字が多少

誇張されたものであるにしても、普請途中の蔚山城には十分な

水や兵粮が備えられておらず、戦死者以外にもおびただしい数

の餓死者・凍死者を出すなど、朝鮮出兵で繰り広げられた戦いの

中で最も凄惨を極めた籠城戦でした。清正が日本への報告の中

で「あわれな現場の状況を一度見ていただきたい」と力なく述べ

ていることからも、この籠城戦がいかに熾烈で悲惨なものだっ

たのかがうかがえます。

　この時清正は数え年で37歳。7年間にわたる朝鮮出兵も慶長3

年8月18日の秀吉の死を契機としてようやく終息に向かいます。
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午前8時～午後8時（土曜・日曜日、祝日は除く）

このコーナーは、大浪 和弥さん（元熊本博物館学芸員）が執筆しています。
おお  なみ   かず  や

　文禄5年（1596）9月、大坂における明国勅使との講和交渉が決裂し、秀吉は

諸大名に朝鮮再出兵の準備を命じます。これにより、いわゆる慶長の役と呼ば

れる戦いが開始され、清正は再び朝鮮半島へ渡ります。
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場　所
対　象

申込み

「第6次総合計画」における主な取り組みに掲げる事項
※詳しくは、申込書や市ホームページをご覧ください。

9月24日（月）　午後2時～3時
11月28日（水）　午後1時半～2時半
※都合により日時を変更する場合があります。

団体が指定する施設など（市内に限ります）
継続的で計画的な活動を通し、地域や社会に貢献するという目的を
もって主体的に活動している団体（NPOやボランティア活動団体、自
治会やまちづくり委員会、学生の活動など）で、当日10人以上が参加
できる団体
8月24日までにファクス（096-324-7004）、電子メール（kouchou
@city.kumamoto.lg.jp）、郵送、持参で市政情報プラザや区役所、
総合出張所などに備えている申込書に必要事項を書いて、
〒860-8601広聴課（市庁舎8階）へ

（広聴課　☎096-328-2075）

「ゆめトーク」参加者募集！
　NPOやボランティア活動団体などの皆さん、熊本市の将来に
ついて市長と一緒に夢を語り合いませんか！

～市民との協働によるまちづくりを推進します～

　今年度から熊本市では「くまもとシティ・フィルムオフィス」の
名称で、熊本市内で撮影される映画やテレビ番組などに対する協
力、支援を行っています。
　その中では、制作会社からエキストラの手配を依頼されること
もあるため、熊本市内で映画やテレビ番組などが撮影される際
に、エキストラとして出演できる方を募集しています。
　エキストラとしての出演を約束するものではありませんが、ぜ
ひ、ご登録ください！

※8月27日午後4時から広聴課で公開抽選を行い2組を決定します。

エキストラエキストラ
の登録を受け付けていますの登録を受け付けています

（シティプロモーション課　☎096-328-2072）

申込み ①「くまもとシティ・フィルムオフィス」ホームページへ
  （http://wakuwaku-kumamoto.com/film/index.html）
②電話でシティプロモーション課（☎096-328-2072）へ

※蔚山広域市
　世界的自動車メーカー・現代自動車の主力工場や国内最大の石油コンビ
ナート・SKエナジーなど巨大企業を擁する人口110万人の韓国随一の工業
都市・蔚山広域市。清正が籠城した蔚山城や本市に蔚山町という旧町名が
残るなど、歴史的関わりが深い両市は、平成22年（2010）4月26日に友好
協力都市協定を締結し、様々な分野で交流と協力を進めています。

ヒュンダイ

市政だより
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　九州北部を襲った記録的な集中豪雨で、
市内の家屋や道路、農作物に大きな被害が
発生しました。被災された市民の皆さまには、
心からお見舞い申し上げます。
　現在、多くのボランティアの皆さまにご協力
いただきながら、災害復旧に全力で取り組ん
でいるところです。
　また、本市では被災された方々への支援を
行っています。その中から主なものをお知らせ
します。
※掲載している情報は7月18日現在のものです。最新
の情報は市ホームページで確認できます。

平成24年7月九州北部豪雨平成24年7月九州北部豪雨

2面にも支援情報を掲載しています

り災証明書を発行します

窓　口 区役所福祉課、総合出張所、龍田出張所（受付のみ。証明書は後日送付）

対象者 「住家」（店舗兼住宅含む）に被害を受けた方

手続き

　詳しくは区役所福祉課、総合出張所へお問い合わせください。

　各種手続きには、り災証明書が必要な場合があります。

「住家」以外のり災証明書の発行は下記へお問い合わせください。
　●店舗、事業所、工場など … 商工振興課（☎096-328-2424）
　●農林業関係 … 区役所農業振興課
　●水産業関係 … 水産振興センター（☎096-311-4010）

①床下浸水、一部損壊
　・被害状況が分かる写真などと印鑑を持参してください。
　・写真確認により発行が可能です。
②床上浸水、半壊、全壊
　・印鑑を持参してください。
　・事前の区役所税務課による家屋調査に基づき発行します。
　・調査が未実施の方は窓口までご連絡ください。

その他
お住まいの区以外でもり災証明書の発行は可能です。
り災状況確認のため、後日郵送により発行する場合があります。

義援金を募集します
下記の市施設で義援金箱を設置しています。皆さんのご協力をお願いします。

受付場所
区役所、総合出張所、出張所、熊本城
動植物園、市民会館崇城大学ホール

（健康福祉政策課　☎096-328-2297）
※領収書が必要な方は、受付窓口に申し出てください。後日郵送します。
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熊本城マラソンランナー募集
くらしの情報
受講生募集
催し
区のページ（中央・東・西・南・北区）
連載「加藤清正の実像」

計画停電に備えましょう


